
敬
老
乗
車
証
制
度

学
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
料
金

●
交
付
開
始
年
齢
を
10
年
か
け
て
75
歳
に
引
き

　
上
げ

●
交
付
対
象
者
を
合
計
所
得
金
額
700
万
円
未

　
満
の
方
に
限
定

　
月
ご
と
の
基
本
額
を
導
入
し
、
利
用
日
と

利
用
時
間
に
応
じ
た
金
額
を
設
定
。
利
用
量

に
見
合
っ
た
分
か
り
や
す
い
料
金
体
系
に
。

ま
た
、
配
慮
が
必
要
な
世
帯
の
対
象
を
拡
大

し
、料
金
を
減
免
し
ま
す
。

利
用
者
の
選
択
の
幅
を
広
げ
ま
す

現
　
状

現
　
状

生
じ
る
影
響

生
じ
る
影
響

財
政
へ
の
影
響

財
政
へ
の
影
響

令
和
4
年
10
月
か
ら
は
…

令
和
4
年
4
月
か
ら
は
…

※
フ
リ
ー
パ
ス
証
の
負
担
金
額
ほ
ど
利
用
し
な
い
方

は
、
敬
老
バ
ス
回
数
券
（
年
額
最
大
１
万
円
。
負
担

金
額
は
額
面
の
半
額
）を
選
択
可
能
。

現在今後

【
参
考
】
見
直
し
後
の
交
付
開
始
年
齢

見
直
し
後

見
直
し
前

73
歳

70
歳

交
付
開
始
年
齢

９
千
円

３
千
円

負
担
金
額

【新たな区分と負担金額】

【新たな料金体系（基本額）】

【社会情勢の変化など】

市民税
非課税

合計所得金額

200万円
未満

200万円
以上
400万円
未満

400万円
以上
700万円
未満

4年
10月 6000円 １万円 ２万円 ３万円

５年
10月 9000円 １万

5000円 ３万円 ４万
5000円

(参考)
国の考え方

公費
負担分

(５割)

国
6.3億円

国
6.3億円

府
6.3億円

府
6.3億円

市
6.4億円

市
8億円

利用者
10.8億円

利用者
9.2億円

利用者
負担分

(５割)

Ｂさん一家
(平日＋土曜利用)

Ａさん一家
(平日のみ利用)

変更前は両者
1万300円

※生活保護受給者は無料。

昭
和
31
年
10
月
２
日
～

昭
和
30
年
10
月
２
日
～

   

31
年
10
月
１
日

昭
和
29
年
10
月
２
日
～

   

30
年
10
月
１
日

昭
和
28
年
10
月
２
日
～

   

29
年
10
月
１
日

昭
和
27
年
10
月
２
日
～

   

28
年
10
月
１
日

 

～
昭
和
27
年
10
月
１
日

生
年
月
日

75
歳

74
歳

73
歳

72
歳

71
歳

70
歳

交
付
開
始
年
齢

　
70
歳
以
上
の
希
望
者
に
、
年
額
３
千
～

１
万
５
千
円
の
負
担
で
市
バ
ス
・
地
下
鉄
な
ど

を
利
用
で
き
る
年
間
フ
リ
ー
パ
ス
を
交
付
。
し
か

し
、
社
会
情
勢
の
変
化
な
ど
に
よ
り
、
現
状
の
ま

ま
で
は
、制
度
自
体
が
破
綻
す
る
可
能
性
が
。

　
現
在
は
所
得
に
応
じ
た
料
金
体
系
で
あ

り
、
開
所
時
間
の
長
い
土
曜
日
や
、
夏
休
み

期
間
の
利
用
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
同
じ
料

金
設
定
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
利
用

量
と
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
や
利
用
者
間
で
の
公

平
性
が
か
ね
て
か
ら
の
課
題
に
。

　
市
バ
ス
・
地
下
鉄
共
通
全
線
定
期
券
（
年
額

約
20
万
円
）
と
同
等
以
上
の
価
値
が
あ
る
フ

リ
ー
パ
ス
証
を
、
見
直
し
後
も
利
用
者
の
約
６

割
以
上
の
方
が
年
額
９
千
円
（
月
額
換
算
750

円
）
の
負
担
で
利
用
で
き
る
。

月
額
で
比
較
す
る
と

●
利
用
者
の
４
割
は
値
下
げ

●
２
割
は
同
一
料
金

ま
た
、
改
定
の
影
響
が
大
き
い
世
帯
に
は
、
２
年
間

の
経
過
措
置
が
あ
る
。

　
見
直
し
完
了
後
の
14
年
度
に
は
、
市
税
負
担

の
割
合
が
、
お
よ
そ
９
割
（
52
億
円
）
か
ら
６

割（
25
億
円
）に
減
少
す
る
。

　
料
金
体
系
の
見
直
し
に
よ
り
市
の
負
担
割
合
は

縮
減
。
財
源
を
再
分
配
し
、
引
き
続
き
負
担
軽
減

を
行
う
こ
と
で
、
利
用
者
負
担
は
、
国
が
示
す
５

割
を
下
回
る
約
４
割
に
留
め
て
い
る
。

例
え
ば
…

昭
和
29
年
10
月
２
日
生
ま
れ
で
、
市
民
税
非
課

税
の
方

例
え
ば
…

世
帯
の
所
得
が
同
じ
家
族
の
利
用
料
金

（
子
ど
も
は
１
人
、17
時
ま
で
の
利
用
）

５
年
度
か
ら

●
敬
老
バ
ス
回
数
券
を
新
た
に
導
入

●
民
営
バ
ス
敬
老
乗
車
証
の
適
用
地
域
を

　
一
部
拡
大

持
続
可
能
な
制
度
に

す
る
た
め
に

改
善
す
る
た
め
に
…

 32万人

52億円

8万人

３億円

利用区分
平日のみ 平日＋土曜 長期休暇

(８月）17時まで 18時半まで 17時まで 18時半まで

１人目 9000円 １万1000円 １万2000円 １万3000円
２人目 4500円 5500円 6000円 6500円

３人目以降 ０円(新たに設定)

※低所得者世帯やひとり親世帯は、基本額を減免。２人目以降の減免は、同時利用している場　　
合に限る。
※4年度の利用申し込みについては、13面で紹介。

変更後は利用量に合わせて

1万1000円 9000円

平均寿命は…

男 70歳  ⇒ 81歳
女 76歳  ⇒ 87歳　
対象者および市税負担は…

⇒

問
合
せ

 

介
護
ケ
ア
推
進
課

☎
213
・
５
８
７
１  

FAX 

213
・
５
８
０
１

問
合
せ

 

育
成
推
進
課

☎
746
・
７
６
１
０  

FAX 

251
・
２
３
２
２

水道管が凍結した時に熱湯をかけると破裂することがあります。自然に解凍するのを待ちましょう。
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6.7億円

2.5億円 公費負担分
4.2億円

　
市
で
は
、
将
来
に
わ
た
っ
て
市
民
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
事
業
を

点
検
し
、
見
直
し
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
補
助
金
や
使
用
料
な
ど
の
見
直

し
状
況
と
、
10
月
に
決
定
し
た
敬
老
乗
車
証
制
度
・
学
童
ク
ラ
ブ
の
新
た
な
料
金

体
系
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

※
保
育
料
の
令
和
4
年
4
月
の
改
定
（
市
独
自
の
軽
減
策
の
見
直
し
）
は
見
送
り
ま
す
（
現
在
、

年
間
約
16
億
円
を
投
入
し
国
基
準
か
ら
引
き
下
げ
）。

行
財
政
改
革
の
実
施
状
況

問
合
せ

財
政
室  
☎
222
・
３
２
８
８  

FAX 

222
・
３
２
８
３

／
手
数
料
も
点
検
＼

利
用
者
負
担
・
公
費
負
担
な
ど
の
見
直
し

主
な
点
検
の
視
点

●
国
の
制
度
の
充
実
な
ど
で
、
必
要
性
や
効
果
は
変
化
し
て

　
い
な
い
か

●
補
助
事
業
の
実
績
や
効
果
、
交
付
先
の
財
務
状
況
な
ど
を

　
踏
ま
え
た
補
助
と
な
っ
て
い
る
か

●
類
似
事
業
の
統
合
な
ど
で
、
費
用
対
効
果
の
向
上
は
図
れ

　
な
い
か

●
協
賛
金
獲
得
な
ど
、別
の
手
段
で
財
源
確
保
で
き
な
い
か

●
必
要
性
・
財
政
状
況
の
両
面
か
ら
検
討
し
、
事
業
を
縮
小

で
き
な
い
か

主
な
点
検
の
視
点

●
時
代
の
変
化
に
応
じ
た
適
切
な
目
標
設
定
か

●
目
的
達
成
の
手
段
と
し
て
、
よ
り
効
果
的
な
手
法

　
は
な
い
か

●
地
域
・
民
間
主
導
に
移
行
で
き
な
い
か

市
動
物
園
の
例
…
公
費
負
担
の
上
限
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　50
％
に
設
定

※
そ
の
他
、
改
革
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
詳
し
く
紹
介
。

※
こ
の
ほ
か
、
イ
ベ
ン
ト
や
外
郭
団
体
へ
の
補
助
金
に
つ
い
て
も
見
直
し

を
検
討
。１
千
万
円
未
満
の
補
助
金
も
全
て
点
検
し
ま
す
。

※
500
万
円
未
満
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
も
今
後
点
検
を
実
施
。

京
都
市
　
行
財
政
改
革

検
索

　
特
定
の
個
人
に
提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の
費
用
（
手
数
料
）
に
つ

い
て
は
、
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
費
用
を
原
則
100
％
負
担
し
て
も
ら
う

こ
と
と
し
て
点
検
を
実
施
。
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
人
、
受
け
な
い
人

の
負
担
を
公
平
に
す
る
。

現
在
の
見
直
し
状
況

　
３
年
度
に
予
算
計
上
し
た
全
て
の
補
助
金(

485
件
、
総
額
164
億

円
）
を
点
検
。
補
助
額
１
千
万
円
以
上
の
補
助
金
を
先
に
点
検
し
、

見
直
し
の
方
針
を
定
め
て
い
る
。

現
在
の
見
直
し
状
況

　
全
て
の
公
の
施
設(

817
施
設
）
を
点
検
。
他
都
市
の
状
況
も
参
考
に
し

な
が
ら
、
施
設
の
性
質
に
応
じ
て
、
運
営
に
か
か
る
公
費
の
負
担
割
合
に

上
限
を
設
け
る
。

　
今
後
、そ
れ
ぞ
れ
の
運
営
コ
ス
ト
の
削
減
や
稼
働
率
の
向
上
な
ど
に
取
り

組
む
。
そ
れ
で
も
な
お
、
公
費
負
担
の
上
限
を
超
え
る
施
設
に
つ
い
て
は
、

使
用
料
の
改
定
を
行
う
。

現
在
の
見
直
し
状
況

　
３
年
度
に
予
算
計
上
し
た
全
て
の
イ
ベ
ン
ト(

153
件
、
総

額
７
億
３
千
600
万
円
）注
を
点
検
。
予
算
額
が
500
万
円
以
上

で
あ
る
26
件
の
イ
ベ
ン
ト
を
先
に
点
検
し
、
見
直
し
の
方
針

を
定
め
て
い
る
。

㊟
３
年
度
に
予
算
計
上
を
見
送
っ
た
２
年
度
予
算
額
500
万
円
以
上

の
イ
ベ
ン
ト
を
含
む
。

【
先
行
検
討
し
た
補
助
金
の
例
】

【
先
行
点
検
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
例
】

地
域
優
良
賃
貸

住
宅
へ
の
家
賃

補
助
（
フ
ラ
ッ
ト

関
連
補
助
）

市
指
定
文
化
財

重
点
的
修
理

推
進
事
業

職
員
厚
生
会

補
助
金

観
光
ト
イ
レ

助
成
金 名

　
称

4
千
万
円

２
千

600
万
円

２
千

100
万
円

２
千

300
万
円

予
算
額

家
賃
補
助
の
う
ち
、
市
独
自

の
家
賃
補
助
（
フ
ラ
ッ
ト
関
連

補
助
）
は
休
廃
止
も
含
め
た

見
直
し
を
検
討
。

類
似
事
業
と
統
合
す
る
な
ど
、

効
率
的
な
運
用
や
、
規
模
の

縮
小
を
検
討
。

休
廃
止
も
含
め
た
見
直
し
を

検
討
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
観
光
客
の
減

少
を
踏
ま
え
、
施
設
整
備
へ
の

補
助
金
の
休
止
な
ど
を
検
討
。

方
　
針

市
民
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

京
都
マ
ラ
ソ
ン

東
山
花
灯
路

嵐
山
花
灯
路

名
　
称

１
千

700
万
円

９
千

700
万
円

１
億

100
万
円

3
年
度

本
市
負
担
額

（
職
員
人
件
費
含
む
）

内
容
の
見
直
し
に

よ
り
事
業
費
を
削

減
す
る
と
と
も
に
、

民
間
イ
ベ
ン
ト
と
の

連
携
な
ど
を
検
討
。

民
間
資
金
の
さ
ら

な
る
獲
得
に
向
け
、

目
標
を
設
定
。

３
年
度
で
終
了
。

今
後
は
、
行
灯
な
ど

の
貸
し
出
し
に
よ

り
、
地
域
・
民
間
に

よ
る
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

事
業
を
促
進
。

方
　
針

＜支出＞
運営コスト総額

＜収入＞
収入総額(入園料など)

公費負担割合は現在63％。
50％以下にするためには、経
費削減や収入増加が必要。

※運営のコストのほか、建設費や再整備などに
も費用がかかります(動物園のリニューアル経
費は47億円）。

　
補
助
金

　
イ
ベ
ン
ト

　
公
の
施
設
の
使
用
料

　
一
度
創
設
さ
れ
る
と
、
長
期
化
・
固
定
化
さ
れ
や
す
い
こ
と
か

ら
、次
の
よ
う
な
視
点
で
点
検
し
、見
直
し
を
実
施
。

　
限
ら
れ
た
財
源
を
「
市
民
の
い
の
ち
と
暮
ら
し
を
守
る
事

業
」
に
充
て
る
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
視
点
で
点
検
し
、
見
直

し
を
実
施
。

　
運
営
に
か
か
る
費
用
は
、
使
用
者
が
支
払
う
料
金
（
使
用
料
）
と
、
公
費

（
税
金
）
で
賄
わ
れ
て
お
り
、
施
設
を
使
う
人
、
使
わ
な
い
人
の
負
担
を
公
平

に
す
る
た
め
の
見
直
し
を
実
施
。

市・府民税第４期分の納期限は１月31日です。期限内の納付をお願いします。
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